
【新型コロナウイルスによる後遺症・難病・生活困窮・子供たちの支援事業】 

●陳情・署名・イベント活動 

新型コロナウイルス感染症の後遺症からの発症が日本でも確認されており、少しずつマスコミで

も取り上げ始められていますが、世界では研究進んでいるにもかかわらず、日本では研究どころか

社会的保障も進んでおりません。そんな中、令和 3 年 5 月 9 日には２回目のオンライン上映会お

よび国立精神・神経医療研究センターの山村による講演会を行い、研究を求める署名活動も全国的

に呼びかけを行い、衆参両院で採択されました。 

また、11 月 21 日は社会保障に関するセミナーを開催し、今年 2 月には長崎県難病支援センター

でのイベントに参加させていただきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●新型コロナウイルス感染症後の後遺症の方々の声 

←●令和 3 年 7 月 7 日・8 日  
 
長崎大学学長および長崎大学
大 学院熱帯医学・グローバル
ヘルス研究科の北教授と面談 
新型コロナウイルス感染症・後
遺症ための研究対象となった
「５-ALA」について 



●令和 4 年 4 月 28 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●講演後すぐに校長室に駆けつけてくれた生徒の感想文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●淵中感想文の一部 



●難病の方への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●グルテンフリーパンの支援（体質改善・アレルギー対応のため） 

 

 



●難病の方への物資・通院介助支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●児童養護施設支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●令和 3 年豪雨災害支援（雲仙・武雄・大町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●熱海（伊豆山土石流）沖縄（軽石）福島（地震） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  



●沖縄（軽石） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●福島（地震）・熊本（仮設最後の方の引っ越し手伝い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 


